
[制限表面概略図] 

航空機が安全に離着陸するため、大阪国際空港の周辺には航空法第 49 条第 1 項他により、定められた高

さを超えて建造物、植物、その他物件を設置、植栽又は留置することが制限されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



関連法令・・・航空法(抜粋) 

（定義） 

第２条 

６  この法律において「着陸帯」とは、特定の方向に向かつて行う航空機の離陸（離水を含む。以下同じ。）又は着陸（着水を含む。以下同じ。）

の用に供するため設けられる空港その他の飛行場（以下「空港等」という。）内の矩形部分をいう。 

７  この法律において「進入区域」とは、着陸帯の短辺の両端及びこれと同じ側における着陸帯の中心線の延長三千メートル（ヘリポートの着

陸帯にあつては、二千メートル以下で国土交通省令で定める長さ）の点において中心線と直角をなす一直線上におけるこの点から三百七十五

メートル（計器着陸装置を利用して行なう着陸又は精密進入レーダーを用いてする着陸誘導に従つて行なう着陸の用に供する着陸帯にあつて

は六百メートル、ヘリポートの着陸帯にあつては当該短辺と当該一直線との距離に十五度の角度の正切を乗じた長さに当該短辺の長さの二分

の一を加算した長さ）の距離を有する二点を結んで得た平面をいう。 

８  この法律において「進入表面」とは、着陸帯の短辺に接続し、且つ、水平面に対し上方へ五十分の一以上で国土交通省令で定める勾配を有

する平面であつて、その投影面が進入区域と一致するものをいう。 

９  この法律において「水平表面」とは、空港等の標点の垂直上方四十五メートルの点を含む水平面のうち、この点を中心として四千メートル

以下で国土交通省令で定める長さの半径で描いた円周で囲まれた部分をいう。 

10  この法律において「転移表面」とは、進入表面の斜辺を含む平面及び着陸帯の長辺を含む平面であつて、着陸帯の中心線を含む鉛直面に直

角な鉛直面との交線の水平面に対する勾配が進入表面又は着陸帯の外側上方へ七分の一（ヘリポートにあつては、四分の一以上で国土交通省

令で定める勾配）であるもののうち、進入表面の斜辺を含むものと当該斜辺に接する着陸帯の長辺を含むものとの交線、これらの平面と水平

表面を含む平面との交線及び進入表面の斜辺又は着陸帯の長辺により囲まれる部分をいう。 

 

（物件の制限） 

第４９条 何人も、空港について第四十条（第四十三条第二項において準用する場合を含む。）の告示があつた後においては、その告示で示され

た進入表面、転移表面又は水平表面（これらの投影面が一致する部分については、これらのうち最も低い表面とする。）の上に出る高さの建

造物（その告示の際現に建造中である建造物の当該建造工事に係る部分を除く。）、植物その他の物件を設置し、植栽し、又は留置してはなら

ない。ただし、仮設物その他の国土交通省令で定める物件（進入表面又は転移表面に係るものを除く。）で空港の設置者の承認を受けて設置

し又は留置するもの及び供用開始の予定期日前に除去される物件については、この限りでない。 

２  空港の設置者は、前項の規定に違反して、設置し、植栽し、又は留置した物件（成長して進入表面、転移表面又は水平表面の上に出るに至

つた植物を含む。）の所有者その他の権原を有する者に対し、当該物件を除去すべきことを求めることができる。 

 

 

（空港法第四条第一項第一号から第四号までに掲げる空港等の特例） 

第５６条 国土交通大臣は、空港法第四条第一項第一号 から第五号 までに掲げる空港並びに同項第六号 に掲げる空港及び同法第五条第一項 に

規定する地方管理空港のうち政令で定める空港について、延長進入表面、円錐表面又は外側水平表面を指定することができる。 

２  延長進入表面は、進入表面を含む平面のうち、進入表面の外側底辺、進入表面の斜辺の外側上方への延長線及び当該底辺に平行な直線でそ

の進入表面の内側底辺からの水平距離が一万五千メートルであるものにより囲まれる部分とする。 

３  円錐表面は、水平表面の外縁に接続し、且つ、空港の標点を含む鉛直面との交線が水平面に対し外側上方へ五十分の一以上で国土交通省令

で定める勾配を有する円錐面であつて、その投影面が当該標点を中心として一万六千五百メートル以下で国土交通省令で定める長さの半径で

水平に描いた円周で囲まれるもののうち、航空機の離陸及び着陸の安全を確保するために必要な部分とする。 

４  外側水平表面は、前項の円錐面の上縁を含む水平面であつて、その投影面が空港の標点を中心として二万四千メートル以下で国土交通省令

で定める長さの半径で水平に描いた円周で囲まれるもの（投影面が水平表面又は円錐表面の投影面と一致する部分を除く。）のうち、航空機

の離陸及び着陸の安全を確保するために必要な部分とする。 

 

第５６条の３ 何人も、第五十六条第一項に規定する空港について前条第二項において準用する第四十条の告示があつた後においては、その告示

で示された延長進入表面、円錐表面又は外側水平表面（これらの投影面が一致する部分については、これらのうち最も低い表面とする。）の

上に出る高さの建造物（その告示の際現に建造中である建造物の当該建造工事に係る部分を除く。）、植物その他の物件を設置し、植栽し、又

は留置してはならない。 

２  第四十九条第一項ただし書の規定は、円錐表面及び外側水平表面について準用する。 

３  第四十九条第二項の規定は第一項の規定に違反する物件について、同条第三項から第八項までの規定は第一項の告示の際現に存する物件で

延長進入表面、円錐表面又は外側水平表面の上に出るものについて準用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


